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例百

1 本書ぱ、札仇l|i白石区厚別町 t野幌の丸糸］杵式会社も地迅成予定地内に

所在する S255遺跡の発掘調鉦報告書である。

遺跡の地番は、876-14番地を中心としている。

2 発掘調査は、 II{｛和53年 5月14日より 6月1OHまで行われ、延べ日数21日

閲であった。

3 発掘調査は、丸紅株式会社から札幌市への委託梨務として、札幌・市教育

妥員会か発掘：：i体者となり、札幌市教行委H会文化財調査貝羽賀むこを

jll当者とし、詞卜里f秀一の協力を得て現場の仕事を達行した。

4 本書の編集・執箪には羽賀かあだった。

5 癸樹調査にに、 卜記の人々か従事した

朝 H征行、右衛門佐時雄、内山久美子、西条美智枝。

6 整理作業には、下記の人々か従事した。

横地杜子（土器・石器実測）、西条美智枝（挿図トレース）、近野広子（柘

本） （以上順不仙牧称略）

7 発掘調在、整理作業においては、下心の機関・人々より協りと助言を賜

った 0

札訓閃商科大学
大場利夫教い

札幌市文化財保謹審議会委員

札幌大学 木村 英明助教授

寿都町教育委員会 内 山真澄氏

8 石器類の石質の肉眼鑑定は、北海道開拓記念館赤松守雄氏に御顔いした。

9 発掘期間中、繁理、報四書出版に至るまで、「丸糾株式会社札説支店」に

は種々の御協力を得た。
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第 1図遺跡付近地形図 (1 : 25,000) 

この地図は，国土地理院発行の 2.5月分の 1t也

加図（札幌東部[1吏用したも］てt}る。 ，
 





第 1章発掘調杏に至る経過

札帽市の東部地区は、巾当局が枡進中の副部心化構佗により、辺年道路杞偏、地lヽ 礼東西緑延長

なととともに、この副都心構愁に参向するか北の宅地造成を中心とする大規模な開発巾業か続々と

行われている。

札帆市教育委員会ては、昭和47年1度よりこれらの大l見模な間允ボ業によって当然予想される坪蔵

文化財（遺跡）の破壊を木然に肋く目的のもどに、坪蔵文化財の所在確認の為の分布調査・周知の

撤底化・開発当事者とのボ前協訊制の確立・ L，じ録保存グ！体制の坪備等を出占的に行’)て来た

糾来、札糾巾中全域に450余ヶp/iの埋蔵文化財包蔵地の所在を確認、当地区における大型の開発事

業については、これらの資料をもとに事前協議か行われ、関係各機関の「協力を得て現在まて2(）余ヶ

所Jバ遺跡の発揺調査ガ打われ、そ刀結果は「てに文化財調査報告書として刊行されている。

巾当局によって厘別副都心化桃想かたてられた時、1ばでの埋I似文化財に対する認識は、ほとんど皆

11¥1 :ご等しく、都市計国の中て遺跨地を公「il等として現状保存する等の考慮も一切はらわれていなか

＇）た為に、巾前協議か行われた昭和 47年以降ではすてに各開発¥業か進行中であり、遺跡の現状保

存は、副都心構想における基本の都市計側の根本に予るまて変更せさるを得ないどいった後手の状

況か現在しこまて至っているという事実力ある。基小的には追跡は現状保好されるのが最も良いので

あるが、結束として妥協せざるを得ず、厳大限の記録・保存を目的とした発掘調在が行ナーれたもの

-:ある：

今回発掘調査か行われた S255遺跡は、副都心桃愁に参画する丸紅株式会社か所有する白h区厚別

町上野胤見地区の宅地造成予定地内にある

上野祝の丸紅株式会社か所布する宅地造成予定地内の遺趾については、昭和49年度春にその所府

・範囲・規模の確認調究か丈施され、ドらにその収扱いについての中崩協議か市教育委員会との開

て行われ、同年夏に 3遺跡刀兌掘調介か市教育委貝会かオ体者となり行われた。この粘果はすでに、

札蜆市文化財調卦報告書XIとして刊行芦れている。

尚、 1ヽ遺跡1こぐ八，ては、昭和49年乳叶においニアは宅地造成工事のふ工時か数年先てあり、遺跡地

は、数人の地主によって分＾ft登記されており、買収にまて屯っておらず、発掘調壺は、買収か完令

に終了する工事の杓エ直前までもちこす事とな，ていたものてあるし

昭ill53年4月に危り、丸利株式会tiに宅地造成工事力益畑Iされ、遺跡地の買収も終―rした為、今

回発枷調壺を実施したものである。

まだ本遺詞力叫存する地域は、土地造成地：：：田道274号森を連紹する道路予定地となっており、地

下に 1-．ド水管力岬設され、 t事用の通路としても使用される事となっており、宅地造成上事か本格

化する 6月中旬まてに発担謁査を柊 J'させる＇ド等か丸糾株式会村国から要芋された 3

11 



発掘調査の実施にもだっては、これらの製望を考慮し、 5月中旬より済手することとなった。

主だ的理作業・報告古—"り「lj 行といっだ兌杓： 191ij 在後の諸作業{ :'-J¥'ても昭和53ij疫中に全て完了させ

る巾となった。

l公
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第 2章遺跡の位置と環境（第 1・ 2図）

S 2S5逍飼は、札船巾中の東翡寄り］広hlJ町との行政界に心い 11い区原別町上野幌にある。遺跡の

11｝見な番地等は、例言に記したとうりてある

本逍跡の位iiりは、 1叶道271り線（札幌ータ張線）と市道1l}｝｝ll一人1111線の交差点より、国道 274号線

I札幌ータ北線）を、江別市、仏見町方向に350m程進んだ国道出いの右測一帯が本遺跡である。

本逍跡をのせる合地は、江別・広島・札幌の東部にか（｝てある—•段高い丘陵地であり、一般的に

は「野軟丘陵」と称されるものて、石豹低地帯の東側に位置している。

最近ては、...::.の野II兄丘陵について動柏物の分布・開拓時：ハ様相・先史直跡の分布調査等袷合的な

研究ガ北海道間拓記念館で行われている。

先史遺跡のケj布では、関連する札船叫J、辻別市、広島町の 3市町の遺跡数は、札祝73ヶ所、江別

86ヶ団、広爪l5ヶ面もり紐数で204;,所の遺跡の分{j」か面認され、-いるという。

時期は、蠅文時代早期～擦文叫代さらにはアイヌ期に至っているという。中ても縄文時代中期の

遣i/Jーリ最も名，、発見されてしヽるという（削村1978),

本逍跡付近での丘陵の状態は、三甲川、厚別川、野津幌IIIによって分断苔れ、さら｛こいくつかの

支流・小文谷により狭長な沢、谷かきざまれてし、る）

本逍闘をのせる台地に関連する沢についてこ、東と西の 2叉に分れ、東側に位渭した沢かさらに

2叉に分離している。本遺跡は、分離した1尺の間の台地 1：に立地している。両側の沢の下面とゾ乃lt

翡は、 10m内外てある。

これらの沢とさらに東側にある野津幌川の支流てある 1尺を、先年S256、257、253遺跡を発掘調査

した 1年、調杏者の 1人である上野：二、西iIII」から A打、本遺跡に関連する沢を B谷、さらに東側にあ

り野ホ幌川の支流となる沢を C谷と便宜的に仮称している（上野他1975)。

さて本遺詞付近に分布する遺跡：こ、本遺詞に関叱する 11:（B谷）沿ては S239遺跡、 A谷では S253 

遺跡、 C谷では S256、257遺跡、さらに対岸に S259遺跡の 6ヶ所遺跡の分布か知られている。

S 259遺跡は、河野広道氏らによって古くより知られた直跡てあり縄文時代中期の r平岸天神山式

土器」に類似する査料か得られているという (iii[野・宇田川他1963

他の遺跡は、全て発掘調在かなされており、そ])概要も報告されている。

S 256逍跡では、羅文時代吊期木菓と考えられ、かっては束釧路III式士器と称せられた、細い枯土

紙の貼付帯、絡縄体圧痕文等か特徴的な「中茶路式土器・コ、ノタロ式十．器」が多数発見され、同時

期の竪穴住居址か 3軒隣接して検出芦れでしる。

S 257瑣跡は、ごく微菫の縄文時代晩期に属する土器か得られたのみてあり、 S253遺跡も同様な状

態て：：：点のゎ器が和られた］iみでい た 1野他lい75)。
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S 239逍跡は、縄文時代中期の土器力噂バ検出され、1叫忙り S 255) ：こて兌見された胃げ、と名えら

れる柘円形の深いヒ I 卜 (T ヒ I 卜）と同様のもの力、 2 個発見されている (I••引他1975) 。

これらのすでに発掘謁査かなされた遺跡群の様相は、 S256遺跡を除いてかなり小規校で、追物の

数も微量であり、発見された遺構も S239遺跡で発見されだ1:（ii穴と考えられるTピットのみと非常に

貧弱な様相を示めしている。

この遺跡か小規模な点、遺物等か貧弱な事実は、野幌丘陵にある札幌市域に属する遺跡群の共迎

する特徴である。

先にも記したが、野幌丘陵上にある札幌市域に属する遺跡は総数73ヶ1-1Jiあげられているが分布図

を観察すると、数例の遺跡を除いて、池形的な立地条件より考え、大規模な遺跡を営む条件を満し

てはいなかったように思われる。大部分の遺跨は、『j'場での一時的な仮住居てあったり、移動の際

のキャンフ地てあったりした可能性が大きいと考えられよ-)（9 

16 
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第 3章発掘区の設定と遺跡の層序

第 1節 発掘区の設定（第1図）

今仙の発枷凋査は、例戸にて述べて来たように、令幅32mの迅路敷設予定地域内に所府する姐跡

埋蔵文化財己蔵地）を対称としたも乙てある。

道路 f定地内の四側部分は、8m輻の現有の私道ガあり、さらに私道沿いには幅1.5m程の深い1訓溝

か掘られており、遺跡はこの音[5分についてはずでに壊滅していた。

f王咤:2軒ジげ）間に｝）る7011111程び）［日には多く Vハ遺物グ）散乱か地表 1：しこみられ、直跡のi体部は道路予

定地円の東側に位直すると考えられたオ

発枷区の設定にあたっては、西側部分にある私迅沿いに掘られた側溝の縁にあった、ナ地境界杭

を基廿［とし、遺物か地表こ散乱している畑、民家の庭部分を 8111 X 8 111の綱IIておおった。

発掘当初には、各発掘区の北側と束制に 1m幅の地層観察をかねた町を残したガ、最終的には令

面にわたり直構仰，忍面てある戟褐色粘質土のに面よで掘り下げた。

A III、N、V、VI[ぺては、曼穴什居証力、 2軒、道路f定地外にまて広かるため、個々の地丁ーの

方の［解を得、発掘区を拡張し，凋奇を行った。

発枷区¢'）南側については、また未化収地か800m程残各れ、1]も、物附（納庄）、庭木か残されてい

て、移転グ）めどかまだだってし、なしヽ状況にもっだ 遺桃ゾ）分布1人態、直物j)出土状態は、むしら道

路矛定地の東側に値在している為、一応のH安として1活に支障の無い部分に 2m X 2 mの試札／1，:!廣

を加：る事を I 鮮していたたき、 17個の試枷凋を訓企した，う結果直物は一切無く、逍構の h•在も皆無

であったな、発掘調脊：よ行ー、てしヽなし、 0

兌掘区の名称は、東ー西に A~ I)区、 I打―北に I~V1区とした。

允掘対称面社は、当初1,500111てあったか、逍柚の分布状況、私道側溝部分についてはすでに破壊

されていろ事、 :らに発捏力事実J不可能な住宅 Iヽ→等ク）存在より実的的な発揺総面積，よ、1,100mて

ぁ-)た。

第 2節逍跡の層Ji:

1ヽ遺跡の、沿物包含府は近隣の追跡群 (S256、257遺跡）と 111」様にi、t層を形成する黒色の腐柏±.
ヵ豆さ 2(l--30cmど未発虐な状態てあリ、さらに永年こ］）fこる耕作の爪跡は、基盤の黄褐色粘質Lの

_1,(0にまでおよび、逍物包含層＝控乱層（耕作1)の状況であった 為に発掘区ての層］は記バし

ていない、出卜した逍物についても遺構中より得られた物以外は、肘位的な確認を得た森料は皆無

でちる」

耕作による撹店し状況は、 f想以 1に激しく遺物も薮!Om以 I・．も動かしたと思われ、第 2号岸'I上く住
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屑址の覆土層中より得られた帝kl代文を有する土苔ド）底部に l(）m以上はなれた C N区から柑られた

f器片が接合される等の事実も検証されている

遺構の存在は、耕作土を元令に剥土した段階て訊褐色粘'l'it層の上面にて、占いた、：じいの落ち

込みとしてみられる。

黄褐色粘質土中には、一切の遺物は包蔵されてはいない。

遺椛は、すでに耕作土として撹乱されてしまっているか、力っては里色を呈した腐梢土層か存在

しており、このいずかかのレヘ 1レより掘り込まれだものと名；;_られる。

竪穴住居址に於いては、床伽の位置（レベル）は深くても直構の存在が確認される負褐色粘質土

層中までである。しかし陥穴てあろうと考えられている深さが 1m以上を超すTヒノトでは、黄褐

色粘質土、 さらに下iりの厚号1j{1少礫層の一部と考えしわる火山灰質砂層を掘り抜き、 1-/(_褐色{旱し数

10mのw．さにまで堆積している支笏珀出物てある火山層にまて掘り込みかおよんでいる。



第 4章遺構及び遺構出土の遺物

本逍跡からは、隣接する 4軒の＇咲穴住居 111と、 211川のTピ／卜、性格の不明なピットか 1個、さ

らに 4州の竪穴住居址に隣接して黒燿石の 1cm未満の小片か故 Tと臭中してみられる石屑:7)廃棄所

と考えられる遺柚が検出されている。

第1節竪穴住居址

第 1号竪穴住居址（第 i図！

A -V区、 B・ V区にまたかって1;I罹し、逍構は、表七層を糾ぎ黄褐色枯質土の l：面（逍枯確認

l(II）を咋'，I¥した時占てそグ）介在、フランが確，；？竺れた

規模は、長径4.6Scm、短f¥:3.8m利てある。

プランは、長軸の北東側かやや丸吐を帯びるが、変形した隅丸の五角形状といってさしつかえな

し、であろう 99

長軸方1川は、北束ー南西hl(l]である。

床面と附とは、明確に区別ードれなし 11,I[1こ、ふ＼ヽ皿状の叶面形を旱している

床面の状況は、はは乎坦に近く、かたく踏みかためられており、覆土とは、その色調、硬さにお

し＼でいちもるしい克1]りかあり叫確に区別された

床面の中央部には、 IOOX80cm程の範凹に炉址と名えられる焼土の比積か認められている。

」l常に恥しい事てはある力、、本竪穴fi居址の梵掘調杏ては、本腎穴住居訓か非常に(¥く皿状を涅

し、 1未面と肉 tとか包凋、硬竺、遺物のイi無にて明確に［メけl」されたにもかかからす、調査者の木鯰

ゆえ、床面を掘り抜いてしまい、第 2サ怒穴住糾址、第 3り竪穴仕！凶址の発掘調査にて初めて腎穴

住），りJ止と断‘んされるに哨った幻、埋土の状況を記鯰してし｀，ない 3 しかし、そ，T）'，表さ概佐等第 3号賢

穴什），叶址に類似している為、則1の状況も第 3号附穴住厄；j1[とほは詞様であろうと推定ドれる。

心物は、上し齢的少な、，、、床面を中心として覆土中にも若1含まれ、ーしヽ だ

第 1号竪穴住居址出土土器（第 5図）（図版 7A) 

床血より出［したもいか大部分てあリ、祁干覆［中にも合まれて¥'キこのもある

比較的厚手の円筒形を呈する縄文土器て、口縁部に 1~ 2CIn間隔てめぐるPl形刺突文か特徴と竺

れるートコロ 6店且土器」｛こよって1し表される土諾『t力早ーが）｛：得られ三いるこ

口緑に肥厭閉を有し、店干外1又し、さらに小突起を有している。肥四幣上には 2段のへら状エ只

の先斌を連純して押し付けだ連紅刺突文かもり、肥l'r'帯下には直径 1crn程の丸い枠状工具を使用し

た円／杉刺突文力、 2cm程の間隔をもグ）て周囲をめぐっている。地文として左下りの単節編文か施文さ

れているもの， lI 

21 
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口緑に肥1，--/帯を有し、肥厚幣1．にへらj大工旦による波線状を呈する連観刺突文が2穀加文され、肥

厚帯直下には、円形刺突文かめぐる (2)。

断面か三角形状を呈する肥厚帝を有し、肥厚帯直下に直径 4mm程の円形刺突文をめぐらす、地文

どして肥摩帯」さらに胴部にかけ左下りの縄文を施文し、こらに土器内面にまで同一し＇り縄文原体を

仙用した遥文を施文するもの (3)。

円形刺突文が 2(m間隔にめぐり、地文として左下りの単節縄文か器：面と内面にまで施文されるも

ど2
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の（ 4) かみられる。

胴部では、右下りの無節縄文の施文されたもの (11)、左下りの単節織文の施文されたもの (6、

8、9、12、15)、右下りの単節蠅文の施文されたもの (16)、単節の羽状縄文か施文されたもの（

5、 7、10、13、14)等かみられる＾

胎土中には、砂粒を多く含んでおり、かなりの大ぎさ(/)小石まで混入しているものもみられる。

さらに植物性繊維を混入したと考えられる痕跡を有するもの (1、

か大部分を示めている。

焼成は、比較的良好である。

3、 5、6、8 ~ 10、12-16)

色調は、茶褐色 (1、

呈している。

器厚は、0.5cm-I．又（rn

5、 7 ~ 10) Ilii掲色 (2、 4、13)黄褐色 (3、6、11、12、14-16)を

てある。

23 



第 1号竪穴住居址出土石器（第 6図）（ド］1阪llA)

石器の数は、非常に

少なく、黒濯石の危ljl，I

か多し、り

石鈷先（ 1)比軟的

小叩I;パ訊先てあり、入

念に仙］1(l|加工か施苔れ

ている。左右は対称形

てはなく、表面のだ側

縁にはかえし部かなく

丸II人を帯びている。

刃打1'） （尖頭部）は乍長

i:」しして短かく、太〈

船広の柄部か竹出され

ている。表面、央面と

もこ一部原石面を残し

ている。

図

〇

測

□

口
，
〖
土

:0虹居住□85 図

C
口[6 第

4
 

[
 5 cm 

削器 (2- 4) 2は、輻｝ムの泉lj片の 1l!ll緑のエッチに主剥離面より細かな1Jll_Lを施し刃音1;どした

ものてある ふは、表面、央面の交互よりの北較的人ぎな剥離狼かみられることより円盤状の打核

であったともぢえられる介料である。 しかし、周l4tlのエソヂ部は細かな加工拍かあり、 削悩どして

再使用されたものであ l)')" 4は、ハルプ面を欠捐している縦I昌依ljf',の左右1,1,jfn.lJ緑のエ／チ::Eと

して主剥靡(II1則よりのりLITを施したも／）てある。

縦長剥片 (5- 9) いすれも黒耀石の縦長剥片てあり、母岩 ({i核）より連続的に剥削されたも

のと考えられる。バルフn'1iと打点を残しているもの (6、8、9) よりみると、打点は比較的大き

く、打面謁整等か行われだ痕跡は無し、 石鐸、全i1、i判器等に内IJII工される＃材てあろう

第 2号竪穴住居址（第 7図）（図版 2A) 

A -NIぺ、 B-NIメ［：まだか -{,＇！置しており、第 1号竪八廿居址の北側（こ隣接し：：し＼る。

遺椛帷，，忍面の黄褐色砧質土上向にてその存イjどプランか佃，認されている。

規模はK径 5.7m、知径 4.3mあり、北側にてr,1二すはまる）JI、1形を呈している。

長軸の方向は、北北束ー南南西てある一

壁喜t、北部にてどり(m、南部iこで35cm、東乳iバ：：：て30cm、1/Lf部にて30cmと、やや北側に戊い状況を

呈している。

躯の状況は、比較的硬く、やや傾斜して下り、床面近〈に至り丸味を瞥びほぽ平J-11t~-I木面へと接

24 
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して行く。

床面は硬く踏みかためられており非常にしっかりしている。),¥(面の中央部には50X55cmの範囲て

炉址と名えられる焼土の集積が認められている。

また西側の墜じ臼って壁より若千浮いた状態でl巳；9l(）(‘m程の範囲に広かる焼土の集柏カヽ，，忍められ

fこ。さらに同一，りしへ）いこて壁ぎわより床面にかけ贔れ心んだ様な形で幅40cm呈の木炭まビりの灰

崩に近い土壌か検出竺れている。床面、壁面より {•f いていた事より考え本竪穴住居址か廃棄された

後の所産と思われ、本竪穴住居址と匝接的にかかわりを打しない事か理解されている。

本竪穴｛i：居址を埋没させた埋土の状況は、下記に示めしたか、本の根による攪乱、風倒木咬：こよ

る攪乱により分断され、壁、床面か明確に 5れていない部分もある。

第I層：黒褐色土

第II層：暗茶褐色＿l．

第III層：褐色土

第 2号竪穴住居址出土土器（第 8図）（図肌 78 1 

第 1号竪穴1i居址出土上器と詞様の状態で、口緑部にめぐる円形刺突文か特徴となる「トコロ 6

類土菩」によって代表される土器が単一的に出土している。

口縁部に肥｝＇｝帯を有し、さらに小突起かある。口唇の断面形は、三角形に近い。肥原帯下には、

直径 7mm程の円形刺突文か 3cm間1祇にめぐっている。地文として無節の右下り蠅文が施文され、さ

らに土器の内面にまてり也文さ八ている (1)。

口緑部に肥厚帯を有し、肋面形は三角形状を＇仕する。肥均帯下には直径 1c1)II1、1々t])円形刊突文が

3 cm程の間隔でめぐっている。地文として単節の左下りで綾くり文を有する纏文か1j悲厚帯上、顆部

・胴部に施文され、さらにい器内面にまで施文竺れているもの（ 2) もある。

ロ縁部かやや肥厚し、肥厚部かやや外反する。肥原部直下に直径6mm禾＇［の円形刺突文か 2(＇In間隔

でめぐる。地文として左下りの単節纏文が器面に施文され、さらに土器内lhiにも施文される (3)。

、F緑で口縁かやや外反し、口唇盾下に細い棒状工具の先端を連続的に押し付けた連続刺突文か 2

段めぐっている。その下には、直径 5mm程の円形刺突文か l.5cm間隔でめぐ｝ている。無節で左下

がりの編文か地文として甘訂(Il及び内面にまで施文されている (4)。

口緑部が肥厚し、断面か一角形状を呈する胆I兄帯上には、半載竹管状工具の内l(11を斜に連続して

押し付けた連続刺突文か 2設めぐる。肥厚帯下i：は直径 1.1(m程の竹管状工具i：：：よる円形束IJ突文か

めぐる (5)。

LI縁かやや肥厚し、断面形か角頭；1人をなし、口唇上に半戟竹管状工具の内面を連続的に押圧した

連続刺突文か一段ある。さらに口緑には、口唇上に施文されたと同様の丁具の内面を押し引いて施

文した沈線状連読刺突文が 2l炉平行して施文さ1［るーさらこその下位に直径 8mmf?／）円径刺突文か

めぐる。地文として左下りの小節縄文が器面に施文される¥6)。

2 6 
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ロ縁部か佑 14把厚し、小突起か存在する 11縁の断1(11彫は―角形状を＇ 1'しやや外反tる，肥厚帯

下には、直径 7mm程の円形刺突文が 1.5cm間隔にめぐる。地文として単節の羽状縄文か器面及び内

面にも施文される (7)。

口緑部か若十肥厚し、断面形は三角形状を早する。小突起かありゆるやかな波状を呈する。肥厚

幣上には幅 1.2cm程の先端かささくれたった柑雑なへら状上具を用いての連続刺突文か一段施文さ

れ、さらに下位に直径 1.2cm程の円形刺突文をめくらす (8)。

平縁て口唇下 2cm程に直径8mm程の円形刺突文をめくらす。地文として右下りの無節縄文を施文

する (9)。

胴部に至っては、右下りの無節縄文ガ地文となり内面にも同一の系罷文を施文する (10)。

左い）のあやくり文のある単節逼文を地文とし、内面にまて施文する (11) 0 

羽状縄文を地文とし、内面にも同様に施文する (12) ものを除く他は、右下りの無節縄文 (18、

19)、右下りの単節縄文 (15、17)、左下りの単節縄文 (14、16) 、羽状縄文 (13) を地文として

し、る，~

底部ては、底面かやや脹り出すものが大部分てあり、底面によて縫文を施文するもの (22)、網

代状に撚糸の圧痕がみられる文様のみられるもの (21)等かある。

胎土中には、多くの砂杜、小石までを混入しているものか大部分であり、植物性繊維か混入され

た痕跡を有するもの (2~ 6、10~15、18、21、22)か多い。

焼成は、全例とも比較的良好である。

色調は、暗褐色 (2、5、6、10)、黄褐色 (14-16、19-22)、茶褐色 (1、3、4、9、11

-13)、褐色 (7、8、17、18)等を呈している。

器厚は、 1.0-1. 2cm内外である。

第 2号竪穴住居址出土石器（第 9lxl)(lxl版11C、lこ＼）

石器の数は少なく、剥片の数か多い。

石話先 (1-3) 1は、剥片を素材として固辺より剥離加工を施し、尖頭部と、太い柄部を作

出している い(liには大ぎ＜ i刹離面を残Lている。／j：！）［li,}|iは未成品(/)]}鋭くなく若l--J);［石面を残

している。全体的な形状は柳葉形となりかえし部分もそれほどの脹り出しを見せない。

2は、小型の括先で刃部（尖賄部）を欠損している。左右は、かえしの状態よりみると対称形と

はならなし、 人い柄部か11出竺れているい

3は、比較的大型の鈷先て、幅広の条lj片を素材としている）背面には大苔く主剥離I(llを残してい

る。左右は、対称形に近く、刃部（尖頭部）は、二等辺三角形状を呈している。かえし部分は幅広

で、柄部は下端で細くなっている。

石錐（ 4) 片岩を利用したもので下端にメ）部（尖頭部）かある。刃部の断面形は台形に近くエ

ゾチ部はやや磨減している。

28 
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掻器（ 5) 縦長剥片を素材とし主剥離血より背の高い加工が全周にわたってなされている。

削器（ 6~ 9) 定形的なものではなく、全例剥片を素材とし、剥片の形に制約されなから衷I]止

のエッヂ部に加工を施し刃部としたものである。

6は、やや幅広の判片の左右両側緑のエッチに細かな糾離旧エが施され、主判離Ihl/)|、端にも刃

部が作られている。

7は、剥片の左も抽］側縁のエッヂに加工がなされ、 i：判離両の右側緑のエッヂにも刃部が作られ

ている。

8は縦長剥片の右側縁のエッヂのみに加工が施され、主剥離I川には一切加工痕かない。

9は、縦長糾片の左右両側緑のエ Jヂに主剥離面から剥離加上が施されたものである。

剥片 (10-18)10-15は、縦長を呈する剥片類で、母岩（石核）よリ連続的に剥離されたものて

ある。細かな再加工等は一切行われていない。

16は、幅広の剥片てあり、 17、18が接合された資料てある。縦長の剥片と同様に母岩 I"石核）よ

り連続的に剥離されたと息われる。

石斧未成品 (19)縁色片岩を素材に短冊形に周囲を打ち欠き石斧状に整形したものてある。

比較的薄手である。

砥石 (20)小型の砂岩で長方形をしている。表面と左右両辺か擦面となり、研磨された方向に[LI

交する断面にて中央部がややくほみコンケーブしている。

敲き石 (21)楕円状の円礫の下端に数々の敲打による表皮の剥脱かみられ、角が磨減し、丸味を

帯びている。石器等を製什する場合に用いられたハンマープ、トーンと考えられる。

第 3号竪穴住居址（第l(）図）（図版 2B) 

A V、A-N区にまたかって位附し、遺構確認面である黄褐色杜質土の上面でその存在プラン

が確認された。表土剥土の段階より」一器、石器等の遺物か特に多く見られた。

規校は、長径 4.5m短径 3.5mで、深さは遺構確認面より最大で20cm程と、浅いllll状を呈する。

プランは、楕円形に近く南西部にて若干突出した部分がある。

長軸方向は、北東ー南西で隣接する第 1号緊穴住居址とはぼ並行する。

床面と壁ば、明確に区別されない程浅い皿ー、1人の断面形を□している。
床面の状況は、中央部かわl―深いが、はぽ平坦といえよマ）。床面は、かた＜跨みかためられてお

り、覆土とはその色調、硬さにおいていちぢるしい差位かあり明確に区別された。

床面の中央部には、 80cmX60cm程の範囲に炉址と考えられる焼士の集積が認められているこ

床面の南東～北西部にかけての壁沿いには合計8個の直径20cm内外、床面より深さ20cm程の柱穴

状小ピットがめぐっている。さらに北東部壁沿にも同様の柱穴状小ピソトが1個検出されている。

特に p4、P2、l)9、P7とした柱穴状小ピソトは、床面の中央部に向け傾訂して掘られている。

また P5とした村穴状小ピットは他のものより深く、規模も大きい。 これらの小；実より I)5を主柱

30 
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第10図第 3号竪穴住居址
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穴と考え、これに土柱が建てられ、他の柱穴に建てられた柱は、主柱に出められ結束された骨組と

なる構造をhしてし、た(/)ではなしヽかと椎定竺れる。

本竪穴住），りh|．．をドI［没竺せた坪 I^．の状態は 1‘.,；且に小めしたか、 1•Ji- 々小の flいかの 1―{'昴Lによ）て府か分

I米li竺ilてし、る，＇

弟 I)vi:］，し＇，色 I

第11J付：ややIIJJるしヽ褐色 I

第III)("i: II;",褐色l

第 3号竪穴住居址出土土器（第11[JI l、祈｝l21‘メ］、第l.‘}|4)（|＜Il:I<6、8A) 

令例「 1、コロ 6柏Iげ位」によ，て代}<竺れる l]仕liiて投,._,,,、床1(l|，より検出さi［たも(/)てある

第11[./.llご,Jいした 1悩は、 lれ末合1;(/）l:,i' ；（ i し、の投,_,,,より•-． J,1;-c得ら,/ 1・たも(/)てある

I If右氾．5（Ill、J見{iri：心7（Ill(/））< JIill (/） 1 l l i＇,;] II•：ん＇lIする沿こiトII.：1 I品である，9

LI緑部は肥l'}：しており、断1(11形は [J好か丸味を．、：i'iびた指如状をなす、佑 I・たか外反してし、；，

肥原幣卜．には、輻／ムのへら状工具を連続して押／tし沈線状に施文した連続刺突文か2段めくって

いる。肥厚帯下には、直径 1.4cm呈の円形刺突文か 3cm間隔でめくっている。地文として単節の羽

状縄文か施文され、土器内面にも口唇直下12cm程の部位まで同一の縄文原体を使用し、縦位に回転

施文された羽状縄文か施文されている。

胎土中には、砂粒と小石を含み、さらに植物性繊維か混入していた痕跡をも有している。

焼成は良好であり、色調も明るい黄褐色をなし、部分的に斑点状に赤褐色、暗褐色を呈している。

器原は、 1.5cmと厚い。

ー ー

゜
10cm 

第11図 第 3号竪穴住居址出土土器(1)第 1号ピット出土土器(2)実測図

ッl
＼
）
 

'， 



⑬
 

出址居住穴竪号第図第

5

協
麿
5-

／
口
:
[
ロ
ロ
2

/

□」::ロロロ

□□
ロロロロロー



,
'
,
．

3
 

9

/
＇
:

I

 
.，＇ ．
 J9
,
 

,＂ 
ー

I’ 
＇ 

2
 

ー

I’ 

4
 
ー

2
 
2
 

]
 

9
[
|
 
I’ 
t
"
 磐

5

震
5
榮
苓
8,

，
 

}

|

|

！

＇

］

 

ー！口
'
9
[
l

曹`
a
)

9
,
r
'
’
l
9
,
n
,、

I}

疇
曇

4
 
2
 

f9,7,'

）
,99, 

崩

辰で— i
¥ iltt,lJへ “_II I 

_-」
26 

10cm 

第13図 第 3号竪穴住居址出土土器拓影

口緑晶にII且厚帯を有し、小だ起力付くの 口稼：ょゃペタト反する。

ロ唇卜に→段、杷厚型状に 2段の棒it「具の先端を斜に連続的に押引した連続刺突文かある（）肥

げ帯↑には、直径 1.2CIn程のl'l形刺突文か 2cm~ 3 cm間隔てめ〈）ている。

地文として左下りの月噴詣砒文か施文されており、」点品内II,Ilにもかなり下位｛こまて1u]-シ万羅文か抱

文されている (1、 2、 4、 し）、 8、11) 

肥厚幣は無く、 Il唇は‘ドらて角頭状をなし、 lh径約 1cmの円形刺突文がめくる。地文としてイi下

りの単節織文か施文される

[J縁鉱に肥厚幣はな〈、

(3) 。

ロ糸吹名［はやや外反している

ロ唇ー［に一設、 [_1唇下に二設の半戟竹管状工具の内面を，けに連続的に押圧した連続刺突文ヵ施文

される。連続刺突文の下位には直径 l.Oc:111の円形刺突文か旦 cm間1蒋にてめくっている。

地文として無節VT)撚糸を棒、1人のも刀：こコイル，1いこ巻き付；｝だ「｛各縄休」 を闘転ごせ、 ごらに力向

を料として撚糸の日痕文を交丹:せた網代文を施文している (6、 7、21) 。

胴部の地文の状態は、左下りの単節纏文が土器内面にまておよぶもの＼ 9、10) 、右ドリの無節

誨文＼15) 、jに下りの単面遥文』2-14、16、17、1り、 22~24, 

縄と 1:2(））等かある

、右 1、1)グ）甲節滉文 (18¥ 、羽状

底部形は、刷部より垂 I‘―し底l川にがって「く(/)字」状を:I'する、底伽にも纏文の施文きれるもの

は6) 、底面かやや外に1jkリ出し、 {1fリ□無蜘晶文，が地文とし-‘’施文される 2CJ I のこ種ガもる＿

胎土中には、砂料を多く含むもの力、多く中には直径 1.Oc111程の小石をも混人してあるものかある。
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さらに植物性繊維を混入してあった痕跡を有するもの (1、2、4~14、23、25) も非常に多い。

焼成は、比骰的良如てあり、色調も暗褐色 (1、2、4～村、 11、13、17、18、21)を呈すもの

が多く、黄褐色 (3、、9、10、12、14、15、19、20、22-25)、赤褐色 (26)、褐色 (16)等を呈

している。

器厚は、 1.0-1.5cm程である。

第 3号竪穴住居址出土石器（第14図、 15図）（l刈版llD、12C)

比較的数量、器種も多いか、接合剥片、磨製石鈷先、石斧の数量の多き等か特徴とされる石器群

てある。

石鎌 (1、2) lは、薄手の幅広剥片に細かな剥離加工を施し刃部（尖頭部）と茎部を作出

している。左右は対称形に近く、かえし部分の脹り出しも少ないこ全体的な形状9i、flJP葉形に近い。

背面に主剥離面を大ぎく残している。

2は、縦長剥片のバルブ面に尖頭部を作出し、固囲に細かな剥離加工かなされ貞幻形されている。

全体的な形状は木の葉形に近く茅部（こあたる卜端（基部）は丸味を帯ひ池くなっている。

石話先 (3~ 5) 3は、刃部（尖頭部）の形状か二等辺三角形を呈するか、かえし部分は左右

対称形とはならず右側か強く脹り出している。太い柄部か作出されており），し部には-部原石面を残

している C

4は、幅広の大型の条1J片を素材に人念な両面加工を施したもので、 人）部（尖頭部）は鋭く、ニ

等辺三角形を呈している，，かえし部分は、左右対称形である。柏部は太〈、舌状の基部をなしてい

る。

5は、特異な、磨製い活先てもり、縁色片岩の薄い泉1j片に間郎加工を池し打製の石鈷先と同様

の形状にt；ぽえ、その後に研磨し尖頭部、刃部に鋭い刃を作り出し、さらにかえし部分も研店により

作出されている 3

刃部（尖頭部Iは、一角形状［呈しかえしは左右対称形ではなく、左部分が強く脹り出している。

柄部はにく、基部に若干の剥離痕を残し舌状を吊ーしている。

削器 (6~ 8) いすれも剥片のエッヂ部に細かな料離加1を施し刃部としたものである。 定

形化されることなく、剥片の形に制約されているこ

6は、厚手の縦長剥片の一側縁のエッヂに主剥離血より背の高い加工を施したものである。

7は、幅広の剥片のエッヂ部に両lil]より細かな剥離加工を施し刃部としている。 8は縦長剥片を

素材とし、左右の両側縁の工、ノヂに上剥離面よりの加工を施し刃部としているものである。

石核 (ll 偏平だ小刑の石核てあり、 2~ 3面:J）『I]片を主屯した面か残されている。

原石面のエッヂ部か打面と考えられ、エソヂは細かな剥離加工で整えられている。打面と剥離面

の角度は狭〈 1い内外てある。 打面は原石面の平担l(I]をそのまま利用してあるため調整等は一切行

われてしヽ ない。
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第14図 第 3号竪穴住居址出土石器実測図
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接合剥片 (10•`ーこ l] ｛I t少上り連続的に糸lj蒻作竺 i| ｝：』!’！う接合したものてある。

12としたもの，t、2 t又］＇｛、I;いか接合したも］てし;i,1 1J人皮を大きく残し'-＼ヽる 1(I：こはエ、／ヂ

部に細かな糾離/Jill五施されてお i)削器として使用¥:、 ,li:し、たものと名えら 1,；̂9: 1 1，こ，；一切の！JI!

]]：：： }心さ1-て,， lない。

lふどしたものは、やはり 2枚の縦iご刈片カ・1妾合したもので 14、1り）ある。 15には｝JlIエガー切り也

さil ¥’はしヽなし、9か、 14にはハルブ名じ分にわ饉の茎部のような状態I:IJII工か施されてしヽる， 当初

は、イ 111lかとも名えらiしたか、刈部のI柑rl(Il形は、凸レンズ状を呈しごらにエ Iヂ部にはlri政以かな

い点より、石鏃、砧＇）し等の石器の製作迎中のものと十 Ij断しだ。

16と図示したも (/)It、17、19、20の 3枚の縦長の石刃杯'{、1|)-＼か接合したものて、各々の判片には

一切の加工痕か見↓．）iしない。 17、19、20の/II且序にて石核上り剥離されたものてある U

これ↓＇）の接合する剥片類は、 10~20まで個々の剥片を観察すると、いすれもクリスタバライトか

，点々と入）ており、肉眼的には同一の石核から判離されたものと名えられる。 12、13、16は、相万

に接合はしなかったか、表皮の残った状況等よリ名え、 11か:1番先に'fllかされ、 10→17→19→20→

14→ 15:7)厠字が名えられる。

石斧 (21-24) ＇幻は、刃部を欠祖しており、 24は、約II|｝状に素材を荒割し、 ー；加のみ研磨した

{i斧の未成品であら！ 他の 2，点は、いすれも両刃てあり四は、丸味を帯びたり；．i|；を有している。

:l~23の石斧は、 '.lllli；ヽ11いこ廿Iがな敲打痕が残竺 1しており、↑面にわたる入念なiillりしfJII［こが咆されて

＼ヽる。

砥石 '25~27) 3、れ得られてしヽる。しヽすれも砂岩買て柱状をなしてし、る。 25、27は、小仰て柱

状を呈する C,1面にわたる擦面かりしされて¥'る。 26も、一端うやや咄（なるかやはり杜状をいし大

邸てある。やi,tI) 4面にわたる拷渾lか残されてしヽる。

いずれのs(i料も、砧ツ， 1 +： ！：向に直交する枠＼ 11,II i杉て，こ中央部かくぱみコンケーフ[-rいる。

敲き石(28) 烹色片 1{;，りHIX:を星する河原11:もり、 には細い敲打による表！し')]1]悦かみら

れる。細味の石斧の素材： t)るかもしれなし豆），‘ -応小器製作の際に用いられだ調'i,'，又II_ど名えた。

石皿 (29) 小刑のイ11111:、安山岩を索材 1.::L・‘-いる。周世］を敲オ］のくりかえしに上）て小判状

に内各形してしヽる。使用[fliは平・lllてあり、一1flilこ敲打拍、控拍かみられる。
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第4号竪穴住居址（第16図）＼図恥 3い
A-N区に位罹しており、表士層判土後の直構確認面（黄褐色枯質 1)にてその存在、プランか

確認された。

本竪穴住居址は、直路予土地外にその 9割かあり、 J也i,',りの許可を得て兌『，1'［＜を尻弘し発掘し

たものであるか、畑に植えられている作物等の閲係よリ束 II刈晶分の壁の一部に，詞介：•いて＼ヽない。

規模は、長径 5.5m、知径約 4.5m程であり、プランは、 1打側がややすぼまるい1ll)|；に近い卵形

を呈している。

に軸の方向は、北々東 南々西方向である。

州高は、最大で遺構確認面より 30cm程で、平均すると 20cm程度であろうか。しかし束側の壁はこ

れ以上の拡如が許されていないため明らかにされていないか、床面の状況上り、東部は序々に高ま

って行く傾向があり、墜面と床面か明確に区別されない皿．、l}、［呈する可能性も大ぎし，

壁、 1未面は、踏みかためられ非常にり吏く、しっかりしている。床面の中央部には、 IK¥、l.5X1.5 

m程の規模のくはみかある。

床面南部分より 1い(Il中央のくしまみの東側にかけて不定形の粘土貼りか存在している/'/竺は、 2~ 

3 cmてある。

床由lグ）はぱ中央には床面より 1'llこ浮いた状態で50X25cm程の焼士の集積かあった。

またfり［中にも 2ケ所より焼Iの集積している部分か認められている。

床面の北東部壁沿には、 3個の杜穴状小ピノトかあり、西壁lこにも同様に 1個、北西側床面には、

さらに細い小型の小1--',1、か 2個検出されている，屋根等」．．屋の構築物をささえていた杵穴てあろ

）と思われるかその桃凡＼ii t明確にされてはいなし、 J

埋土の状況は、 7‘ ［こ：ご，1、夕りし fこ。

第 I層：術色土

第II層：黒色上

第II'層：机術色土粒かまじる黒色1

第III層：炭か止いる褐色土

第N層：やや賠い黄祝色I

第v層：茶褐色土

第VI層：淡黄褐色色杞い I_, 1¥li粘土）

第VII層・．炭が混る褐色I

第VIlI層：黒色士のブロ、ノク

第 4号竪穴住居址出土土器（第17図）I図版 8B) 

全例床面及び覆土中より出1したもので、目縁部にダ）〈る 1リ形刺突文か特徴となる 1 トコロ 6類

上器」によって代表：：：八る十晶群のみか得られている
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ll緑部かやや肥叩し、小突起か委Ulhi付けらiiてしヽる。口縁は、『）「外反してしヽる。肥厚幣Jーに先

嬬のささくれだったへら、‘|｝、丁．具を釘めに咆続的に押し、引きした連続刺突文か 2段施文される，

さらに口辱上iこも浅く同一の連続刺突文を一以施文する。

肥原帝直下には、最K径 I.Ocm程の円錐形に辺い円If;刺吹文ガ 2.5cm間隔にめくらされている。

地文として一端に詰束ゾ＇）ある晶文原体を用いた方「リ J・五麦〈＇）文がある単節籠文ヵ麗 □文さ1している。

また土器内面にも胴音I:：こ至るまで詞ーの織文原｛本を口杓：こ］行に謹き底部に刷げ[111転方(I！と竺せた綾

〈り文のある遥文を施文している (1-3 1 0 ~ ] 3) 

D縁部が若1肥厚し、口特卜と肥）ゾ部：ご各 1［知のへら状工具の先嬬を斜めに押し引きした連続刺

突文を施文する。肥厚帯下に直径 8nIm程の円形刺突文を 2.5cm間隔にめくらす。地文として右7、I)

の無節縄文を施文し、さらに内面にも同一の縄文を施文してある (4)。

LJ緑部に肥厚帯を有lーー、やや外反し、断面形はミ角It；をなに肥I厚部と頚部か抗する部｛立をへら

により区分している。地文として右下りの無節縄文か施文される (5) 。

口緑は若干外反し、肋面田は指頭状をなす。口灼上と口唇直下に半戟竹管れ工!['.7)凡温 i^斜めに

連続的に押し引き I_fこJtし続刺定文を各一段施文ず八 l白希 2りcm程の円形剌突文；りぞ'.7)|：：（叩こめく

る。地文として左下りの単節縄文か施文され、内面にもなされる (5)。

ロ謀か石干外Ii_し、断面形は丸味を帯ひている。頸部に直径 8mm矛りの円形刺突文かめくり、地文

として左下りの単節織文か施文される (7) へ

ロ緑部は若干肥門し、やや外反する。断l虹形は、三角形状てある。

肥厚帝下に直径 Ic-m礼＇ハ先誓の流れたエ具を使町 1-t...:1リ形刺突文が浅く 2.5,m間隔にいくってい

る。地文として左1、りの Iii節龍文か施文され、内伽にもlul様になされている (8、9)'

胴部の地文の状況は、 J,：下りの単節縄文 (14~1（りてあり、底部では、右下リの平節叫文のもの

か 1個体ある (17、18)、底部附は、胴部より直に垂下し底面に至って断伽形か「くの字」状を情

している。

胎土中には、全例砂粒を多く含んておリ中には小石まで混入されているものもある。さら：こ柏物

性繊維か混人された痕跡を有するもの 11 ~ 3、5、6、10-13、ltりも多〈存在している。

焼成は、比較的且好て})る 色調は、賠褐色て甜湿］に炭化物を付着しているもグ＼＇, 1-13)か多

く、他に褐色 (14、16, 、＇方、 fい色 (15、17、18 を望するも・-)かある。

器厚は、 1.0-1.ど（mて！勺る

| 2 
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第18図第 4号竪穴住居址出土石器実測図

第 4号竪穴住居址出土石器｛第18図 ‘` 、19 1メ］）（I ＜1版11B、1こl}、13 B) 

数は非常に少ないか、 4点の接合｀する縦長判）』「か得られている。

石鎌 (1) 入念に両面加工か施：：れたもび）C、一ー等辺三［り 11~:I人の刃部（尖頭部）か作出されて

いる。さらに、やや太い茎部かある、

石錐（ 2) 珪岩製の断面形が三角形状をした剥片の下端，こ細かな罰離調杷を施し刃部！尖頭部）

としている-工／ヂ部は、回転使用の為ガ丸昧を帯び／訂成している。

削器 (3、4) 3は、大型の剥片で原石面を打、点として委父枚(/)111闊広糾片i'-」't趾的に取ったど息

われる石核であり、鋭利な工ソヂの一部に主剥離面から細かな'/Il淵IlJI]工を施L、}.J:'¥いとしてし、る、

石核からの転用であろうか＾ 4は、縦長象柑后勺左右両側縁のエ／ヂに上皇、1]離面より糸情鱈ll丁を施し

だものである。

縦長剥片（ 5、6) いずれも石核よリ連続的に剥かされた縦lい(/){iJ)状を＇1'lる剥片てある

石斧（ 7) 素材を知冊状に打ち欠彦坪形し、刃部のみ入念に向面より研1れLに11lij}］の小II,!U)イ1

斧てある。刃部は、直線的てある。

接合縦長剥片 (8~14) 図示した様に 4枚の縦K剥片か接合したものてあるいすれも紺l：で

4:l 



¥¥ ¥/-_＿／／ 

i 10cm 

第19図 第4号竪穴住居址出土石器実測図

あり石刃様を呈している。同一の打面より連続的に剥離されている。打面の状態は、一切の調整ガ

行われてしヽ なし‘。 14のみバルブ部分を欠損してしヽる。剥離の順序は、 12→13→14→15である。

石皿 (15) 大別のものて、やや平坦な部分を使用面とし、この部分には敲打痕、擦痕等が無数

に観察される
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第2節 Tピゾト

1、心闘からは、従来よリ Tt:. I 卜と称され陥穴てあっだろうと考えられでし、る忙 1り州］）i，i：：し 'I二

1 /） ]l)mいの間臼を有し、並列し、 2個発見されている。

第 1号Tピット（第20図）（図版 5A) 

(＿、 VI I><_ 1 : -{({1 1-、K軸｝i向をはぱ南ー北に向けてしヽる。

！）l位は、間J)翡祁にて1S8X 110cm、壊底面では96X36cm、深さは遺構確認面より蚊大て 145(IIlあるい

令1本的な/1;:I人は、やや1)1副人な柏円形を呈しており、 i廣底面中央よりやや南側に直径6cm利のti穴

状I1ヽしノ 1、力、ある

l<-9hlIのI刈Il(lIII；は、 I｝｝lJJi噂I；かやや広かり塙底部に向けはぼ垂直に壁面か下かり、壊底面近くになる

どぺJや丸味を閉ひJJ翡1J¥|（llへど全ってしヽる。

知軸のtJ:Ji1/11形は、 l井］」盛部か妙、く塙底部に近くなるにつれ序々に狭くなって行く。

塙底lhiの状態は、 1月1hll}｝ |（りに加礼を僻びたはは平州となる。

墳底面にて検出竺れたti穴状小じ j 卜は、深さ 13cm程度であり先細りとなっている。

埋土の層序は、 I‘19じの雌りてある

第 I層：黒色t

第II層：暗茶褐色 I

第III層：黄褐色寸．料を含む貼褐色1

第N層：黄褐色粘質」

第v層：黄褐色砂質土

第VI層：黄褐色枯質土

第VII層：黒色土

第VIlI層：賠黄褐色砂質土層

し 卜の壁由よ 1)観察される地山のIpi庁は、

第 1層：昭黄褐色枯質土

第2層：黄褐色杞質土

第 3層：ぺ黄褐色砂質土

第4層：灰白色火山灰砂

第 2号Tピット（第20図）（図版 5R) 

第 1号TピI 卜と約10m程はなれ、並列して、 B-V Iズムに仔在している。尚北側の一部を第 1号

ヒI 卜にて切られており、第 1号ピソトとの名h||1は、本 lこ／卜か占い事か調介時に確認されている。

~,: Iこ／卜の長軸方向は、第 1号Tピ／卜とはは[nl様(/)巾 北）j向である。

規校は、開壊部にて 152Xll5cm、壊底部で80X 25cm、l朱名は直構確品面より最大で 130cmを算す
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る。

全体的な形状は、柘円形を呈している、壌底面中央の南側に直任 6cm札'(I)柱穴状小ピノトか発見

されている。

長軸の断面形は、聞塙部が広かり、 30-40cm豆下力？ると韮l日に近く壊底部へ翠八込み、竺らに若

トオーハーハンクしなから、 i廣底面へと接している

知軸の断而形は、開麟，］しが広がり、さらに下ると田直こ、1ビ＼ヽ躾となり序々に加ぐ快め、 J！い底面へ

と至っている。

塙底面は、限丸に方形のプランを有し、 ‘I勺Hてある。

塙底面よ］）検出された柱穴；1人小ピノトは、深さ 18cm栢＇あり、先細りとなっている。

押十＿の層庁は、下記の通りてある。

第 1層： M，l色土

第II層：硬い暗茶褐色粘買土

第 III 層：茶褐色砧員土~

第N層：暗褐色 I・

第v層：黄褐色砂質土

第VI層．・茶糾色土

第VII層：黒色土

第VIl1層：灰l,1色火山灰砂

第以層：賠褐色 I

ピットの峡面よリ観察されだ池山の層序は、

第 1層：黄褐色粘間土（地人近くか暗く、深くなるに/.）れ明るい色調となる。）

第2層：淡黄褐色妙買土

第3屑．．沃白色火山灰砂

第 2号Tピット出土土器（第26図、 2:)1（図版 9B) 

l片の土器片ガ第IIII丹中より出土したのみであるか、小 1ニソトに伴ったものとは断＇正できない。

比較的原手の土祥て；器面かIJり滅し荒れている。 1面j:J)~ i I、1)の縫文が観察：；れるり［加l；の破片であ

る。器悼は、 1~1.2(lllあり、II介土中には、砂粒と 1'，干の繊洲が混入されていだ腹跡力出る。色調は

黄褐色を星する。本凸訂よリザーに得られている虚文時仇中胡「トコロ 6類」器ー｛こいずるものと

思われる査料てある。
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第 3節

第 1号ピット

ピッ

]第21図）

卜

B V区に存在し、 叫りは開塙部にて 160X 80cmの長怜円形のプランを足し、 深：：：：は遺構確認

面よリ 15cm内外と、浅し・ピットてある。

長軸方向は、北西 南東方向であり、南西壁部で第 2号Tピソトを一部切って掘り込まれている，9

附は、やや硬くなだらかに傾斜しており、比較的平虹な壌底面へと接していく。 しかし、北西部

分の壊底部［こ至っては、若干掘り込まれており、丸味を帯びだ断面形となっている。

逍物は、覆士中に多く含まれている。

本ヒソトの性格については、明確にされてはいない。

埋土の層序は、 F,記に示めした

第 I層： ］］］，色土

第II層：褐色土

第II'層：訊褐土が若干まじる褐色土

第 1号ピット出土土器（第11図、

第22図）

全例比較内厚手てあり、

厚し、肥厚幣―卜に円形刺突文か l~ 2 

cm間隔でめぐるといった特徴を有する。

いわゆる

（図版 6、 9 A) 

ロ縁部か肥

「Iコロ 6類土器」によノて

代表される士器群が単一的に検出され

ている。

ロ縁部が肥肛し、肥厚帯直下に1’l形

刺突文か 1-2 cm間隔でめくっている

ものか全ててある。

口唇部の断面形は、ほとんどか指頭

状をなすか、 口唇上にも縄文を施文す

る例（ 1)、棒状の刺突具にて刺突文

をくりかえしめぐらすもの（ 2) 、ヘ

ら1＼グ）工具の先喘を使llljる連続刺突

文を施文するもの (4)等かある。

ロ緑部が肥厚するとともに、対にな

ったいくつかの小突起をhする例 (2

）もみられる。

第 2号
Tピット

A
 

01 
I 

O
E
0
0
0
・くく
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44.000m B 

第21図

II 

゜
Im 

第 1号ピット
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さらに［］縁部の内面にも、器面に施文されている縄文と同ーもしくは同種の纏文原体を使用して

縄文を施文する例 (1-3) も多〈みられろこ

肥厚弗・eは、胴部等と同様に地文としての縄文にておおわれている例がはとんどであるがへら状
工！！の先端による連続刺突文か一段めぐっている例 (5) もある。

胴部及び口緑部の地文としての絹文は、右下りの単節縄文 (2、4、5、8、11、15)、左下り

のii噌蘇罷文（第11図2、 1、 3 7、9、l(）、 12-14、17、20)、羽状縫文（ 6)、右下りの無節

蘊，zI 16、1S)等である。さらには、 6のよう 1こ地文としての羽状逼文の上にやや幅広のへら状エ
具による沈線文か施文される例もある。

底部の形状は、平底であり、底面が外側に若干脹り出すもの 19) と、胴祁より底面にかけ真直

に下り「くの字」状となるもの (20)の2種かあるようである。

［器の胎土中には、多くの砂粒か混入されており、さらにかなり大粒の小石までが混入されてい

るものが多くみられる。

また植物性繊維を胎土中に混入したと考えられる辰跡を有するものも多くみられる (1~ 3、6、

9、13、16-20)。

焼成は比較的良好であり、色調も黄褐色を呈するものかもっとも多く (7-12、17-20)。さら

に暗褐色 (1、3、4、14-16)、赤褐色 (2、5、6、13、15）を呈しているもの等がある 3

器厚は、 1.0-1.2cm程度である。

さらに、第11図に図示した復元された土器かある。底径12cm、現存高15cm程の底部である。菩形

は、円筒形てあり形は、胴部より垂l、し底’面に至って-くの字」状をなす。

器面には、左下りの単節縄文が地文として施文されている。

胎土中には、多最の砂粒賛混入されさらにはかなり大料の小石までが混入されている。そしてが，

干の、植物11繊維か混入されていた痕跡を有している。

焼成は、比較的良好であり、黄褐色の色調を呈している。

話厚は、 1.2cm内外である。
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第22図 第 1号ピット出土土器拓影

50 



9暑［口ロ喜口喜□
□ [-8: □ 

,\— ,J 

~-

□〗
10 

I- ----、1 11 

に～ -第23図 第 1号ピット出土石器実測図゜ 5 cm 

51 



第 1号ピット出土石器し第23図）！図版14¥

総数は少ないか、剥片等は多く比較的まどまりをも）ているものと考えられる。

石鈷先 (l) ti[［長剥片のエ，，ヂに加Iを施し刃部（尖頭部）と柄部を竹出してある。り部は三

角形となり左右は対称形となる u 柄部は太く、舌状となっている ヒ刺離面i; Kぎく残-ゞ iしており、

柄部とエ Iヂのみ細かな加工かみられる。

掻器，• 2、 3) 此似的厚手'.1)予i,［長羨lj，止の卜端部を中心として主祖！離面より1『の高い泉l]離l(llを作る

加工の施こしてあるものである。 2は、全），1，jに、 3は、 卜部のみに刈部かある ニントスクレハー、

ラウントスクレパーと称されるものである．， t剥離面には一切の加」ーは施されす、主剥離l(IIのエノ

シ近く(/)部分には、 i]fの磨戚祖かあり、 itr甘痕かと i.)どえられる

削器（ 1) 縦長刊）后の右側エ I ヂに若 lの加工力‘•あるものてある。

縦長剥片 (5- 7) いずれも、'.じ耀石てあり母岩（イi核）より連続的に生Iりされた縦Kの形状を

有する剥I¥てある C し、すれも主臼賭面には、ハルブ面左・々ししている エ，ノヂ等いも再加 litー切な

竺れていない。いずれも剥片石器の素材であろう。

石斧 (8、9) いすれも中仰のもので賊柘している， 2点とも j1l1jj.]である.. 8は、背1(llか刃部

を若干残し二ご側脱しており庄右1叫祖I]も大き〈 fr)屈員してし，ら 9は、叩晶か折れ'.I<!i］しだ資料・である

砥石 (1(）、 11) 2、1.’・［ともいすれも砂岩てあり、 10は、角柱状をなし、 4面にわたる擦訓か観察

竺れる。研味する方向ど直交する枠！rlhi形は、中央部ガ〈はんでコンケーごブしている。 11は、大型の

も口て 4面：こわたる平Jrlな面か檸IfIIとなり、 lI Iと同様（こ叶1れされだ }j1,りと直交する栢面にて中央部

かくは` んでしヽ る。
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第 4節 石屑廃棄所 (;L>:図

8-N区、第 2号略 ‘I'く住居址の西側部分に接するように、）よ位の黄褐色粘質土（逍構確認面）か

若十汚れた状態の部分[[I径約 3.5cm(7）範囲に黒耀イiの 1cm以下の小破／「か犯中してみられる部分か

あった（第，3区」］線部分）

プランは、 Pl/じに近く、 fill.;|｝ヽ より芦らに｛ししヽ ピ，，卜：1）、と＇化すると名えられるが、収、木面とも軟

弱であり、 人為的に構紐されたというよリ自然地形ての没いくは地のような感してあった。

1i屑か集中し-?：発見さかる晶合に接する第二号翌穴仕＼りり1,t，含め、 1兄杭tる地域には 1車iの．竪穴

住居址かある。 これらの怒穴ii)，り址内よりは、各種の石監／hか検出さか-二いリ泉1]片類も多し＼や第 3

号竪穴住居址では、削辿して来たか、｛，核、接合する判）＇八 さら（こ石器未成晶かかだまって出土し

ている。第 4号竪穴住居址においても 4片の縦長判片か接合される等、各柾のイ，器類を各腎穴仕肘

址内で製作していたと考えられる査料がみつかっている＿

これら竪穴住居址群に隣接してある石屑のl中して発見される部分は、 1'1然のくは｀人を利用した

石屑あるいは、破担した土器等の廃棄所として使用されたものてはないかと考えられよう。

石屑廃棄所出土土器（第24図）（図版 9B) 

数多くは出士していないか、全例「トコロ 6類土諾」によって代表される-十盛群てあるこ

11緑部がやや外反し伯径 8

mm内外の円彫刺突文か 2cm間

隔でめぐる 地文としてん下

りの中節織文が施文され、 さ

らに内面にも同一の縄文原体

を使用しての渇文か施文竺れ

ろもの (1 ロ緑に肥Iぃ閏
を有し、肥厚帯上には、半載

竹着：II、L具の内側を辿続して

卯し付けた叱乳叫突文かごげ

4 ヘ

デバ`
'[)4 
量9

ヘs[）5
ゃ噂苔`鬱

0 5 cm 
I I 

めぐり、 さらに土器内面にも 第24図 石屑廃棄所出土土器拓影

縄文を施文するもの（ 2¥もあるヘ 3ー，づ、 口緑か肥厚し、 さらに小突起かある例てある。器面及ひ
I1、1面には同一ク）測文原体を1小川した綾くり文を有する羽状涎文が施文尺れ地文となっている。

~/‘ 

）̀ ヽ 6は、月ln]［¥Iパl1し）｝でありし i「1しも厚手了1,1) 4は羽4人廿嵐文、

赤褐色 (1、3、

5、6';甲五ii7>縄文が地文として施

文されている。焼成は、全例とも比較的良好てあリ、色調は、位褐色（ 6) 、賠茶褐色 (2、

4) 等を呈している。胎土中には、仝例多鼠の砂杜及び小石と底ノ＼してあり、

4、

5)、

ジ、99竺）

｛こt直物性繊舟V)I］し入されてし、 t~ IJ'〔跡を有するもの (1
ヽ

器厚は、 O.6cm -1.Ocm程度てある。

~ ~-5) もある
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石屑廃棄所出土石器及び剥片（第25図）（図版14)

両面加工の石器 (1、2) 1は原手の条Il片を素材に入念な両面加工の施された石器で削器、ナ

イフ状石器に相当する用途か考えられる＾ 2 ：よ基部のみの破片て、入念に両面加工が施される木の

葉状を呈するナイフ状石器の破損品であろう存料である。

削器（ 4) 縦長剥片の一側縁のエ／ヂ部に加工を施し刃部を作出したも J'）てもる．

石核（ 3) 偏平な石核てあり 2面以上の縦長条1J片を生産した痕跡を有し・ーアし，る、打面：ょ、原石

頂Iの平担な面を利用し、打面調整等は一切行われていない 打面と剥離面の ((j度は30゚ 内外である。

剥片 (5-15) いずれも小剥片（チノプ）であるか、縦長のもの (6、7、9、14、15)、幅

広で貝殻状をなすもの (5、8、10~13)の2類に分類される。

輻広で貝殻状を呈する小剥片あるいは、縦長小剥片は、両面加工の石器を製作に行われる押庄景lJ

離等の際の剥）l兒される判片かども考えられよう。

蔽き石 (16、17) 16は、矛叶色片岩の球状の円礫で球面上に細かな敲打痕かいたる所にみられる。

17は、縁色片岩であり、イぃ予等として製作途中に破損したものを敲き石として再使用しだものと

ぢえられ、一部に細かな贔打によるつぶれか面をなして存存している。

口`胃“` □9̀｀'-9ぶ二疇
16 

＜ご二＞

二 □l7 0 

12 c:::> 13 

u14 
心
[

り
15ò 5 cm 第25図石屑廃棄所出土石器及ぴ剥片実測図
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第 5章発掘区出土の遺物

発掘区よりも若干の遺物か得られているか、逍構、特に竪穴住居址より得られたものより数贔的

におとる。

尚、遺構確認面（黄褐色土）の上面にまで永年にわたる耕作の爪跡が残されており、層位的な裏

付けを有する遺物ではない。

しかし、 土器は、 遺構内より検出されたものと同様に口縁部にめぐる円形刺突文か特徴となる

「トコロ 6類土器」によって代表される土器群か全てであり、石器も、同様にこれらの土器群に単

ー的に伴出したと考えてさしつかえないものである。

第 1節士器（第26・ 27[‘又I) （図版10Al3)

11緑部かれ 1̂-ll門財し、 111)いの小突起か付く" Ll縁はやや外反する，，肥！似l¥:ドには 1fit予 l.0(‘In札＇の

1’仙竹行：/):;_J具に l::る!'JI杉中Il突文か lぷ(III利の間1料にて施文芦 ilめ〈 ｝マてしヽる I l緑部は、無文て

あリ l|lll；祁に左下りの中［記載文か地文と Lてl]但文竺れてしヽる (I),

l l緑邸かlll",}＇｛L、やや外反しており、肋血形は二角 If;、1人をな1―, IJl",f'バi}•[h l‘ には Ihif 4 nlIn - 8 nlnI 

利の小lll}杉刺突文か、 げ('m間［柏てめ〈 ）てし、る Ill",/’}常 l_J文ひ悩I(ll竺らには1}、J1/11にも地文どして l,―_

I‘―りび） i臼記載文かり也文竺れる (2、5) 

LJ杓 1ーに一設、 ll緑部に＿＿」笈‘|'c/tx'r,J竹訊 1ー［し(I)りし端内l(IIをi:I• ダ）lご連続して押しリ［さした連続刺突

文かある 11緑li、怜 1外反する 連続刺突文卜には、 II]it l. （）（IIlf'，］のド］i|沖 ll突文かめ〈り、地文

どして無節の撚ずミを枠状のIししに＿J イ）し1人に在〉{、j{}た絡囁体をhl]他、他文竺サた撚矛文を交A'ー竺せ

た創代文を地文としている (3)" 

L]緑部かhl―-/jl",J'｝し、やや外／又する 99 !ll",I'闊］・トに 2は、 ll怜 1：に ll支i',1先端か内心したへら状

上具を斜めに連続的に押し、り［きした連続刺突文か 2段施文竺れる。肥厚悶卜には直径 l国内外の

円形刺突文かあり、地文として左下りの単節纏文か、内面にまで施文される (4)。

口緑部か若十肥厚し、やや外反する。肥厚幣下に円形刺突文かめくる。地文として左下りの単節

逓文を内面にまで施文する (6、 7)。

ロ緑部か昔—l哺四厚し、やや外反している。 LJ 辱上、肥厚帯上に各一段半歓竹管状工具の内面先端

を斜めに連続して、押し引きした沈線状の連続刺突文を施文する。肥厚帯下には、直径 1.2cm利の

半歓竹管状工具による刺突文かめぐる。地文として綾くり文のある右下りの単節織文か施文される

(8)。

ロ緑部は『汀肥厚し、やや外反する。さらに山籾の小突起か付く、肥厚僻下に 2は半載竹管状工

具の内面先端を斜めに連続して押し引きした連続刺突文かあり、その下位に直径 l(m利の円形刺突

文か 2国間［秘でめぐっている。地文として羽状踵文かり血文される (9) 。
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やや外反する‘|’しなロヤfi,ilいをもつ11バを行し、ド］形刺＇ j[文をめ〈しす。地文どして、ル1状縄文か

丸文さ 1しる 10、lニ

外反する口緑部て、小突起を有する 円形刺だ文かめくらされ、地文とし・:{i下リい甲節晶文ヵ

地文さilる/11 >

口緑孔1,, こ肥厚化を有し、ややクト反·j 心、断即／1，は三角 II 〗早し·:し、＇る C [I;,[：こ 1n11巳厚罰J:= 

2段半仙竹管状J!［の先端糾内面を連乳して斜めに押しリI¥した連紬刺突文かり也文される (14)

11苔上に，：無い， 1.｝ 、地人どして力 1、1)の月月り1国［文力1]也こさ 1Iる

15、17、.18、19は、口緑；｛l;を欠いたもので円Iじ刺突文(/)みみられるものてある。

証節の｛［ドり遥文：地文と J＋るもの I召、 18 15ぱ、 I1、l[hi：こもり也，とされてしヽ る。

左下り (/)iii節纏文か地文となる (19) ・, 

羽状蝿文が地文どなる (17)

16、21は、内面にも遥文力加文されら ll!u]音I」l'1.-, ;・）るこし，ifしも内． l、1)の甲i白渇文を地ことしでし入

る

|1|n]』ごJT)地文の、、11¥II9[；ご、も 1ヽ『） ］錮ii.111・軋文 4り、`勺1、5,｛，、左下り乃無節褪久・ (42、1り）、も 1‘

り(/)単節籠文 (28、3(i、38、52) 、左 I、I)の中節羅文 (22、25、26、□9~31、̀.,l、35、二、 4U、11、

4l、47~ 49 49の；な凌くり文、 羽：II、:1{Ii文 (24、27、32、J3、39、43、50) り^がみらilる。
爪部の形態は、底1i11(/})ややIll,I)出すも(/)¥54、3,] と、 く0字」 II、となるも刀 Sり □ 2 和f• カ

みられる。

,11 1 i．中 iこ;;、全て砂I,' を含ら、さら：こ 9」、 (i まて山~ ;、して'',:,ものも！りる 村I'り）『［繊判ぐ，け入しだ
狼闘を有するもの (1、2、 5-10、12-17、19-ど2、26-2()、31、:)2、34、A6、39、4(）、 42、44、

4も 1 9、54! C) ，非常 i こ名〈人音1;,9)‘ 〗 7J●、め-‘9,.)る-

焼成は比船的良好てあり、色，J{，j[よ、賠糾色＼ l、．i、 5、お～10、]:、 14、1り、 28、2り、 '31 ~ :34、

39、1S、46、日：｝）、褐色 (2、2(）、 26、27、30、4CJ) 、赤褐色 (4、6、11、lり、 19、35、ふ7、43、

5U、.)l、54）、貨褐色 7、13、17、18 、こ 1 、 22 、且、 25 、ふ I•) 、 40-42 、 44 、 47 、 48 、召 2 、 r;]、56

等を’,’してし、る。器四は、 1.0 ~ 1. 5cm利てある。

第 2 節石器（第2呂 •29 ・ :1(）図） （日版15)

全例、早ー的に得ら 1［だート」し16 WI盈；」によノて代i、.:J,Lる」＿：靡桐：こ(i,＇1,1しだも）てある

石鎌 (1) かえし i,i|；り）輻のIi、し、、入念に向1/Ji/JilIか施され、刃部（尖頭部）か二等；リ―こ角形[)、

を旱丁るイ1]望＇： i)る J1. { ］ ：ょ {j和 11 ，となり＇やぷう•竹 ii 出さ Ji'-―＇，ヽる

石鈷先 (2-:i) 2は両1/Ji/Jillか入念に施されたものてi，いしの尖叩祁の破Jii品てある 3は）、

〗［噂1; ，： 部欠札iI てしヽるも 0 て、 1[1員の狭し‘↓・かえし音［： le• 有し、 :_ (り形状いllしヽ柏i,；［；か作出，竺 )Iてしヽ ろ

全体的な形状はtJJ[l菜形をなしたと枡定される， 4は、やや厚［り恥L、{［Ijりを索日ャ：詞雌！JIIIを＇心こ
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し、丈叫部と木内部をからうして作出し ,C，もる、製竹、）い11v＇）も刀てある 口．二刃罰J ,}、-＇’Il1』 を人き

くケ叶廿しており、 1)1罰、て左右対称のかえし部とt<く）、＼な［状を吊する柏祁か特徴と 'i}.1る。

石錐（ 6) 頁岩製の判片の尖った i',I；分に細かな闘離）Jll工を施し尖l![l[il；どしたものて工，ヂ部分

は、炉l他、｛吏罪こよリ！？，，1,しし丸味を幣ぴ： ＼ヽ る.

掻器 (7、 8) ややり手の条lj片をふHに主剥離直lより『lJ片シ万エ チ、ハ i→間：こある＼ ＼は 1ヽ＂出ロニ

ソチに行の情い面をも/)桂判離加工の施竺れたものてエ／ドスクレパー (8) 、ラウン 1、ブ、クレハ

- (7)'・作と称されるものである。

削器， t1~ 16） 茨l］I/1ぐ辛材：こ片面：：『請if加工を加える 9、13: 、I1.1IIIji]側緑のエ チ；』出に剥

離加工を打う (10~12)),KIj片の一側蒜び）工／チ部のみ｝JllIか施され刃畠：ど竺れるもの 11 -._ 16, 

等があるりいすれも素材どなる条1j片の形にとらわれす、 'f-ij)]の形をその主主生かしている，

石核 (17、18) 17は、 4面の条1J片力翡llがされた面を残t石核で、 1]1(11は原石面の1'JIIな面を利

用し、オJI(II,9闘整等は行1,｝I ： ＼ヽなし、 II叶竺 1 しだ罰片：こ、し'•すれも翌長『I] 月であろうとどえられる。

打面と判淵面の角度は、 •L(）゜前後と比似 II’ji尺し‘。

18は、多神多様な条lj 片を、＇刈いだ痕跡を 1jするもので、伯l 片を条1J しヽだ向、 I);,• イ i面の平印な 1(11 べ、かを打

面とし、様々な方向から伯llしを生産してし、る いすれもH1(11ど依1]離面との角度は90゚ 前後に保って

し)る：

縦長剥片 (19-25) いずれの剥片もれ杉よリ連続的に『lj，かされだ資木I<'いる

22と24を除しヽたものはハルフ面を残しており打点の状態も観寮される。、― fL Jり見ると4lI(IIJ)調

整等は、一UJijわれておらす、石核の形も うしではなしヽ様相かうかかえる:, Lかしこれらのt、ヽ［l:は

ぱ定形化さかい刊［長剥片を心［Z]1『)：こ大量生I)iiーる技法は、先 1閤時代での石り技法より見劣けtる

もののそれからり伝統を受けた詞種の技法によ だものとHI‘,L竺Jしる C

石斧 (26-31) 26の狭レなり部のみ研磨 LJ)部を作り出しごあるものを1なし、て、他は全て製廿

ii中に大きく h/k担し廃棄されたものである。

＼、すれも、ケ―’'廿I)[人を呈する杓．打撃を加え整flー：しだものてある

31は、一部；、こt)直胴良かあるも J-）の、整形閲；こ破損廃棄さ，/1―}こ事：こ咀らか--いるか、角．こ:i、炉形

の為とは考えられない敲打Jいか無数にある， h＇器製作等に Illいられた敲ぎイ1、ハンマーど Lて転用

各れたのかもしれない。

砥石，32～ふぃ 全例砂岩，［利用し、研吹りIIÎ．：こ甲いらかだものてある

泣、 33、34は、偏平な小即ク）も eT)て一面に］），汀察面かある 嘉＇ご、 2由、こ抒I「I]か残さ J[ -し，る

36は、大型でii:1人をなし、長軸力向に向けたtが1(llが 4面ある し、すれも研It4;tる方111」に直父j―る断

血は〈ほみ大き〈コンケープするものか大部分｛小める。

石皿， 37 仙1'惰円形状の;11f I白石の平印な叶IIに無委女の廿IIかな敲打痕、控肌かみられるもび）て

＇ c 
入
3`J
 
七
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第 6章まとめ

本遺跡の発り出凋査では、 「トコロ 6類土船 文化期し'T） 4軒の竪穴住居訂1か隣接して発見竺れてい

る。これらの竪穴住屑址のプラン・構造等は、先年調査された S267 • 268逍跡に於いて発見された

同時期の 2軒の竪穴住居址に類似している（羽賀・内山1977) 。

遺物の出土状況等も基本的には一致しており、その1ft棄のパターンもおそらくは類似したもので

克ったろ-]と考えられる

4軒の竪穴住居址か隣接して発見されたのだか、その相互の関係は調査時においては住居址の裂

土）i和の薄さより把握てきなかった。

S 267 • 268直跡で発見された 2軒の翌穴i王店址につし;ては、出土しだ直物の廃棄J7)1い兄、石器類

の組成のがよりある程度まてその関係を探ったか、明確な結果か得られてはいないc

本遺跡に於いて発見竺れた 4庫Iの竪穴住居址より得られた逍物の量は少なく、特に石器類に関し

ては、 4軒の竪穴住居址より得られた総数に於いても、 S267 • 268遺跡の個々の竪穴什居址の出土

紋に及ばt、石器組成の恙：：上る竪穴{I居且閏の相互関倅の把握にまで至，てはいない，．

しかし、 4軒発見された竪穴住居址内より発見された遺物中、土器・石器類は少ないか黒耀石を

主とした剥片類の中には、剥離曲どうしか接合するもの、接合する剥片に石銭等の未成品ガ認めら

札るものか仔在する事等石船i/iりが個々 ゾ'){主居址内にて1げ lれていたかの様な事実力'， 9〈つか明ら

かにされてしヽる。

また腎穴住居址群に隣接して、細かなチノプ状の剥片か浅くレンズ状に堆粘し多数発見される剥

片の廃業所と名えられる部分か存竹している。

これら '7)19い事実は、竪穴住屈址を一li叶，りとした人間集団か、個々に『！給自足的に石器柏を製作し

ていた可能目が指摘される。

各竪穴住居址内に残された石器類及び黒耀石を主とした泉l]片＼チノプを含む）類の数字は、第 1

-i<にポめした，

第1号竪穴住居址では、石料類 5点に対し剥片が50余，＇＇，！、、第 2号竪穴住屈址に於いては、石器類

14点に対して条ll片か80余点、第 3号竪穴住居址では石器類20点に対し剥片 100点切と多く、第 4号

竪穴住居址では石器類 7点に対し羨Ij片50余点と、磨製のもの、石皿・敲石・砥石等を含んた石器類

の数と黒燿，仁を主とした象lj片Jり）数量は、 1: 6前後になる 黒耀石製の打製石器と、、＇じ燿石の剥片

類（チップを含む）との比率は、 1:11前後の比率になり、その比率の差はよリ少なくなる仰向がある。

またゎ屑の廃棄）1斤と思われる部分にて得られた剥片類、チッブの数は、剥片（縦長状を呈するも

の、幅広を『すもの）の数に比して 1cm以下の魚のウロコ状を呈する泉Ij片（チップ）が打但l的に多

く、石器（オ］製）製作の際に排出されるチ／プの廃棄されたものと解竺れよう。

これらの諸事実より考えるならば、各竪穴住居址に於いて一連の石器作りか行われ、素材として
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第 1表 5 255遺跡竪穴住居址石器組成

器三挿址 第1号竪穴住居址 第2号竪穴住居址 第3号竪穴住居址 第4号竪穴住居址 合 計

石 鏃 2 1 3 

石 鈷 先 1 3 3 7 

石 鉗 1 1 2 

掻 岱 1 l 

削 器 3 (1) 4 (1) 3 (1) 2 (1) 12 (4) 

石 斧 1 (1) 4 1 6 

砥 石 1 (1) 3 4 (1) 

敲 石 1 1 (1) 2 (1) 

石 皿 1 1 2 

石 核 1 1 

縦 長 剥片 5 (5) 6 (8 1 7 (14) 6 (1(）） 2り，:l7)

幅 広 剥片 (27) 2 (31) (32) (15) 2 { 1 (）5) 

チ ツ プ (12) (14) (19) (10) (S5) 

石 塊（黒瘤石） 1 1) (1) (4) (5) (11) 

石斧の破片 (2) (13) (1) (16) 

合 計 9 (48) 18 (69) 25 (72) 10 (41) 

（ ）の数字は、図示しなかったもの

使用にたえうると判断された剥片を主に竪穴住居±ti内に残し、大きさが Icm以卜のチノフ知など使

川にたえぬ物を主に竪穴1ih切11:外の他所の一定地区（部分）に廃棄したものとi{（定される。

さて 4軒の竪穴住居址からは、第 1表にあること〈、 Ti足長形状を星する全長］（rn前後・全幅1~

1.5cmの石刃様剥片か比較的多く得られている。また数は少ないが第 3号澤穴住居址からは、これ

らの石刃様を呈する縦長剥片を剥離生産したと考えられる石核か出土しており、発掘区よりも同種

の物が数点得られている。

「トコロ 6類土器」を主とする「北筒土器文化」には、先上器時代に盛竹した石刃技法に類する

j,iJ種の技法による縦長形状の机雑な石刃様剥片か多量に出上する事は古くより知られており（加藤

1060、大井1965) 、その技法ヵはたして先土器時代に盛行したそれと同種のものかどうか考えた例

もある（羽賀1974) 0 

特に T77遺跡に於いては、多量の剥片か発見され、それらの分類的作業より縦長 JI:,•I人を呈する石

刃様剥片の伍核より泉l]離生産されて行く過程を再現したのであるか、得られた剥片の全例が約 1,0 

00m'におよぶ地域に散乱していたもので数量も数万点と接合資料を得る等細かな作業は不可能であ

った（羽賀1974)。

しかし本逍跡にて発見された 4軒の竪穴住居址内より得られた黒耀石を主とする泉lj片傾は、小単

位にまとまりを有し、その剥離生産される過程を知る上には非常に良好な資料てあっだ 竺らに、
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;4; 2号竪八{IIlり北では、 1[1いし＼バ 2 枚の如l りか 1妾合し、 ''i〗，●：り竪穴住居 JII ては、 7 枚，T） T紐 h:'l、 lj 片が 3

組に接合、第 4号竪穴住居址では、 4枚の縦長刹片か接合されており、剥片か石核より連続的に剥

離される過程かより明確になったといえよう。

T77遺且：こいいて得られだ多贔の剥）＇↑いは、個々の判）＼ ｛こ残された各祠尺プ）剥離面/)分［I[より、先

上器時代：こ裔］］した1iヌ）技法と同種の技法iこよる剥片の大凪生産が1丁わ八ていたと考えだ，しかし、

縦長形状の剥片を素材とし作られた石器類は、剥片の素材をそのままにエソヂ部にわずかな剥離加

工を施こす削器程度しか無く、他の石器類はこれを素材とせす、石刃を石器製作の素材の中心とし

fこ1i刃石群相と：よいえないと緒論されだ 羽買1974),

これらの事実は、大井睛男氏によってすでに指摘されている事であり（大井1965)、最近では、

「トコロ 5類土器 1が得られているこ，紋別市オンネナイ第 2地点遺跡に於いて得られた石器群につ

しヽても同様の指摘がなされている（佐藤1977 。

本遺跡こ於いての石器群：こついても同様の事がいえるか、第 3号竪穴住居址に於いては、接合す

る祁[J心-'刈片の中にイi汎の未成品かとどえられる恥i|；(/）み作り出竺れた剥片かhhしている。この介

利よりどえるならは、イ i鎌のよ＇）な比較的小邸のh悩にも、縦l』~lj) ；を素材として使用したものと

うえられよう

石核より也賛的に剥離されだ縦長剥且は、全長 3cm四外、幅 1cm内外と小和であリ、石核も同様

に小叩Jてある事か知られている。この小刑である理由について、佐藤は、 「石核の有効利用の為、

訟識的に小刑の粗製イi刃を作り出すため、原石入手かむずかしい」等の諸条件を考えている（佐藤

1977)。

しかし、オンネナイ第 2遺跡、朝日トコロ貝塚、札幌T77遺跡、 S267 ・ 268遺跡より出土してい

る縦長形状の剥片及び石核を見ると、先土器時代に盛行した石刃技法に比較すると技術的にかなり

ill雑にな--ノ---しヽ る点が目：：（］’く。たとえは、本遺跡第 1号誓穴住居利1こで得られた校介する 4片の

貨長剥片をうると、打Ilア[Iは1い、イ1面であり、オ」面と剥離1(11c7)角度も、原fl （↓、材）のり消it「るのに者［；

合の良いと思われる部分のみ使用して剥離面を決定しているようである。打点の大きさ、位置も一

定てはなく、鹿角製のハンマー等で連純飢に打撃をか1;:-『I」片を糸LJ離tるといったやべ:}→な方法ガ

とられてし‘'とものと考え，')八ら。

打面、剥離面、打角等の調繁か行われた様子もなく、特に細石刃技法にみられるよつな細心さは

みられない。

このよ！こ技術的にit，且 I- --いる為｛：：小＇いの縦長剃 I'1［か生産で:なか たものどぢ；：一 i}こい。

特に約J、『、1]月を素材こt;:l {i器類は、 北尚土器文化ーこ伴う石料相中しりごくー［ぶこしり、すぎす

他の大部分の石器群はそれを素材としていない事に留意すべきであろう。
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本遺跡の発掘調査によって得られた諸事実については、各章、各節にわけ述べてきたとうりである。

本遺跡からの出土遺物は、縄文時代中期に属するいわゆる「北筒土器」によって代表される「ト

コロ 6類士器」か単一的に得られ、さらに各種の石器類が多数得られている。

またこの時期の遺構として、 4軒の竪穴住居址か隣接して発見され、さらに陥穴と考えられてい

るTピットが 2基、用途不明のピットが 1個、チ、ノプが多量に発見された石府の廃棄所と考えられ

る部分ーケ所か検出されている。

「北筒土器」文化における竪穴住居址、集落構成等の様相は、竪穴住居址の発見例も少なく、不

明の、点か多かったのであるか、最近札幌市域を中心としてその発見・報告例が増IJIIしている。

従来、竪穴什居址のプランは多角形、もしくは］！角形を）よ本としたものと苔れて木たか、先介札

杭 S267 ・ 268遺跡にて発見された 2,,りの腎穴仕）L！濯、竺らに今皿発見竺れた 4車l'C)腎穴1j屈址li、

h角彫よりは柘円形となる傾向にあり、その構造に/)し、ても、 IiHIl中央邸に炉t1Iと息われる燒tの

集柏かはは例外なく認められるものの、 ti穴かあるもの、 ti穴を欠くものと什々の構迅の凡位か名Ji

たな間姐どして出現しつつある (9

また腎穴仕屈t1I内から出1こした逍物の総数は少なし、か、接合する縦lく皇lj)＼か数、＇，＇． 1.得らiL、孤未よ

りその仔hを指摘竺れてし、た「北箇口悩」文化に1f11するtIl製のイi核より Kさ：｝ （IIl内外の麻；［長'f-Il)＇1

を連続的に依1J淵iわ桁する先 1位拾時代に加笠いしたい刈技法と ln]帥の技術の一端かII)］らかにされたし

さらに、竪穴ij-）［け11./t+に隣接してチ j プの類か密集して出Lする場所かあり、石器製作の際に1JI

出される糸ll)'ltnの廃棄所てあろうと名えた。

これらのt渭実は、 ［北筒 1：器」文化におけるh器群の製11ト・使用・ 1発棄のシステムを研究する l:

において良好な資料となるであろう。

他に従来より陥穴であろうと考えられている深い溝状を呈する Tピソトか 2基、 10m前後の間隔

を濱き並列して発見されている。

4軒の竪穴住居址群と陥穴の構築・使用時か明確に同時とはいえないか、狩猟場と居住地が分離

していなかった可能性がうかびあかってくる。

札幌市当局による厚別副都心計画とそれに関連する民間の宅地造成事業の実施に伴い、本遺跡固

辺の丘陵地帯の遺跡群は、多くの事前調査か行われており、その各々の概要は全て公表されている。

これらより特に注目すべぎは、各遺跡とも「北筒土器」かなんらかの形で出土する遺跡か数多くみ

られる事である。

縄文時代中期に於ける「北筒土器」文化のにない手であった人々の活動圏の広大さ、バイタリテ

ィを有する生活力は、他時期にはみられない躍動感かある。

こういった事実は、狩猟・漁猟・採集といった一連の生産活動の背娯である豊富な自然資源とい
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う裏付けかあったであろうし、大いなる牛産活動をささえた、かなり庇度な社会体系かこの時期に

確立していた1i・が考えられる。

本迅に於いては、後の続縄文時代に平るまで、特に石器群中には根強い北方的伝統を有するとい

われている。 r北筒上器」文化は、こうした伝統の基礎となった文化ではなかろうかと推察される

のである。

上記の意味において、本遺跡は r北筒土器」文化の単純遺跡であり、集落ともいえる 4軒の竪穴

住居址が発見され、我々か現在まで漠然と考えていた「北筒土器」文化の概要か、具体的な形で想

定できる手懸を得たという意において、大きな成果かあったといえよう。
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第2妻 5 255遺跡遺構一覧表

遺 構 名 発掘区 平 面形
規 模

長軸方向 備 考開域部（m) 墳底部(m) 深さ(m)

第1号竪穴住居址 A-V、B-V 隅丸五角形 4.65X3. 8 0.15 北東ー南西

第2号竪穴住居址 A-N、B-N楕円形 5. 7 X4.3 0.35 北々 東ー南々 西

第3号竪穴住居址 A-V、A-N楕円形 4.5 X3.5 0.2 北東ー南西 柱穴有

第4号竪穴住居址 A-IV 楕円形 5.5 X4.5 0.3 北々 東ー南々 両 柱穴h・、貼り床
第1号Tピット C-lV 楕円形 1.58Xl. l 1.45 南ー北 小ピット有

第2号TピJ ト B-V 楕円形 1.52Xl.15 0. 96X0.36 1.3 南ー北 小ピノト有

第1号ピット B-V 長楕円形 1.6 X0.8 0.8 X0.25 0.15 北西ー南東 第2号Tピットど切り合う
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第 3表 S 255遺跡出土石器一覧表

挿図
出土地区 器 種 全 K 令幅 最大原 平械 石 間 備 考番ぢ (mm) (mm) (mm) I g) 

6 - 1 第居 1号竪穴住址 鈷 先 48 24 ， 7.8 Obs. 
2 ', 削 器 30 32 ， 7.4 ', h核の残部？

3 ', ', 39 38 14 17.2 ', 

4 ', ', 6 5 25 7 7.9 ，，， 

| 

仁し） ，， 毅 長剥片 43 14 5 2.6 ク

6 ', ', 37 16 3 1. 5 ，， 

7 ，， ク 39 22 3 1. 8 ', 

8 ，， ', 35 14 3 1. 6 ', 

， 
’’ 

， 34 12 7 2. 1 ', 

9 - 1 居第 2刀臀穴住址 括 先 43 19 6 3. 9 ', 

2 ', ケ (30) 19 4 (2. 1 I ', 破拓品

3 ク ，， 61 37 8 13.5 ', 表血／JilLなし

4 ，， 石 錐 35 12 6 3.1 BIS. 

5 '' 掻 料 50 18 8 6.3 Obs. 

6 ,, 削 命口U 45 1 (I 8 10. 4 ケ

7 ', ク 53 34 10 12.`り ク

8 ', ，，， 40 16 7 3.2 '， 

， ', ', 46 21 8 4.8 ', 

10 ク 縦長剥 1,1- 42 19 5 4 ケ

11 ', ケ 32 8 3 o. 9 ', 

12 ', ', 49 2:3 8 4.9 ', 

13 ，， ', 30 16 3 1. 4 ', 

14 ，，， ', 28 14 4 1. 2 ', 

15 ，，， ，， 27 13 4 1.1 ，， 

16 ケ

I接合剥片 34 48 6 5. 1 ク

1幅広剥片17 ', 28 32 2 1. 5 ’’ 

18 ，，， 34 37 4 3.6 ', 

19 ，， 石 斧 98 31 15 52.9 GreS. 未成品

20 ，，， 砥 石 51 34 13 34.8 Sa. 

21 ，， 敲 ぎ 石 77 49 28 159.0 ケ

14-1 第3号竪穴付 右 鏃 24 10 3 0.5 Obs. 居址

2 ケ ，， 23 10 3 o. 7 ', 

3 ，， 鈷 先 (52) 30 8 (8. 5) ', 破損品

4 ，， ，， 75 30 8 12.3 ，， 

5 ，，， ケ 65 29 4 9. 1 GreS. 府製鈷先

6 ク 削 器 42 19 ， 7.1 Obs. 
7 ク ', 1，22 1 34 3 /2. 4) ', 

8 ク ', 40 24 6 7.4 ク

， ', 石 核 43 40 12 18.2 1， 

10 ，， 接合判片 42 35 12 14.2 ', 
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挿図
出上地区 器 種

全長
全(mm幅) 最Im大m)厚 重(g量I 石 質 備 考

番号 Imm) 

14-11 第居3号竪穴住址 ｝接合剥片 42 30 10 8. 3 Obs. 

12 ', 42 38 15 22.5 ，， 

13 ク

1接合剥片
44 32 6 4. 1 ', 

14 ク 41 17 4 2. fi ,, 伍銀未成品

lふ ク 33 20 6 1. 5 ，， 

16 ，，， 47 28 7 6. 7 ，， 

17 ，， 43 18 7 2.9 ', 

18 ', 接合剥片 42 18 5 3.8 ', 

19 ク 40 16 4 2.3 ,, 

20 ，， 42 18 4 1. 5 l1 

21 ，，， 石 斧 106 39 17 118. 8 BI S. 

22 ク ', 96 35 11 52.0 ，， 

15-23 ，， ク (82) 36 12 60.9 GreS. 刃部欠損

24 ，， ケ 75 30 13 48.8 BIS. 未成品

25 ，， 砥 石 66 35 22 75.5 Sa. 

26 ク ，， 93 61 37 225.0 ', 

27 ，，， ，， 56 35 24 74.5 ', 

28 ，，， 敲 石 124 22 17 58.5 GreS. 

29 ク 石 1lll 117 139 50 1125. 0 An. 

18-1 第居4号竪穴住址 石 鏃 42 15 5 2.6 Obs. 

2 ，， 石 錐 43 11 ， 2. 8 Hs. 
3 ，， 削 器 72 37 18 40.6 Obs. 石核？

4 ケ ，，， 37 19 5 3. 5 ケ

5 ，， 剖 片 50 22 11 6.3 ，， 

6 ，， ，， 41 26 5 4.6 ，， 

7 ク 石 斧 83 32 11 41. 9 Gres. 

8 ，， 41 23 11 7. 1 Ohs. ， ，， 41 23 7 5.3 ＂ 
10 ，， 39 15 5 2.9 II 

11 ，' 接 合剥片 40 12 4 1. 7 " 縦長剥片

12 ', 40 12 6 1.8 ＂ 
13 ', 39 13 5 2.4 ＂ 
14 ', 33 11 4 1. 2 ＂ 
19-15 ，， 石 皿 240 259 108 9125.0 An. 

23-1 第1号ピット 鈷 先 42 22 5 2.6 Obs. 

2 ， 掻 器 38 26 7 6. 7 ＂ 
3 ，， ク 40 20 ， 6.5 ., 
4 ，， 削 器 48 18 8 4.4 ＂ 
5 ，， 縦長剥片 39 20 8 4.2 ＂ 
6 ，， ，， 33 15 4 1.3 ＂ 
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挿図 出土地区 器 種 全(mm)長 全(mm幅) 最(m大m厚) 重(g量) 伍 質 備 考
番号

23-7 第 1号ピット 縦長剥片 28 22 5 3.1 Obs. 

8 ，' 石 斧 (75) 38 8 (28. 8) BIS. 破損品

， ，， ，， (74) 42 25 (127. 3) ク ，， 

10 ，， 砥 石 104 47 37 210.9 Sa. 

11 ', ケ 110 105 63 940.0 ,., 

25-l 石屑廃棄所 ナイフ状石器 48 32 11 13. 9 Obs. 

2 ，， ，， (24) (26) (7) (2. 2) ク 破損品

3 ，，， 石 核 40 33 153 19.5 ', 

4 ', 削 器 36 16 5 2.0 ク

5 ，， 剥 片 19 24 3 o. 8 ，， チ Jプ

6 ，， ケ 23 14 2 0.4 ', ，， 

7 ク ，， 23 11 2 0.4 ', ク

8 ク ，， 15 18 3 0.6 ，，， ,,. 

， ，，， 判 片 21 12 2 0.3 ，' ’’ 

10 ，，， ケ 22 3(l 2 1. 2 ク 4 

11 ，， ', 18 18 2 0.5 ', ，，， 

12 ，， ク 15 19 2 0.5 ，， ，， 

13 ，， ク・ 17 15 3 0.4 ク ，， 

14 ，， ，，， 18 16 1 0.3 ，，， ，， 

15 ケ ，，， 31 15 3 o. 7 ', ケ

16 ク 敲 き 石 53 59 51 275.0 GreS. 球状

17 ', ，' 64 51 18 70.7 ，， 石斧の未成破損品？

28-1 表 採 石 鏃 22 16 3 0. 7 Obs. 

2 D 1V 活 先 (22) (15) (5) (1.4) Hs. 破損品

3 A VI ', (45) (17) 5 (3.3) Obs. ', 

4 C N ，， 40 22 6 5.2 ，， 鈷先未成品？

5 D V .,. (40) (33) 7 (7. 3) ,., 尖頭部欠損

6 表 採 イ） 錐 30 17 4 2.3 Hs. 

7 ', 掻 器 26 28 ， 2.6 Obs. 
8 ‘ ク 52 42 15 32.3 ', 

9 C V 削 器 64 34 10 21.3 ', 

10 D N ，' 61 22 15 14.6 Hs. 

11 B V ク 29 20 5 3.9 Obs. 

12 D V ，， 54 28 8 10.8 Hs. 

13 表 採 ', 39 21 10 7. 2 Obs 

14 D w ク 35 34 6 r̀ ）． J r ,., 

15 C N ，， 54 23 11 1 3. 5 ケ

16 C V ，， 59 42 12 18.り ケ

17 C V 石 核 36 35 13 18. 7 ク

18 C V ，， 27 38 20 23.3 ', 
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挿図 出十地区 器 種 全長 全輻
最大厚
重(g量) 石 質 備 考

番号 (mml lmml (mm) 

28-19 C w 縦長剥片 42 19 5 2. 7 Obs. 

20 C IV 4・ 47 14 6 2. 9 ，， 

21 C IV ，， 33 12 2 o. 8 ，，， 

22 C V ，， 45 20 5 2.4 ', 

23 C V ，， 24 14 4 1.0 ', 

24 D VI ，，， 44 11 4 1. 6 ', 

25 D V ，， 30 21 3 1. 7 ,, 

29-26 D W' 石 父斤 80 23 8 27.9 BIS. 

27 ケ ，， 77 24 12 27.8 '' 未成品

28 C w ', (831 (55) (28) (240.0) GreS. 未成破損品

29 D N ，，， (102) 36 26 (132.1) BIS. ', 

30 表 採 ，，， (84) (39) 24 (133.1) ，， ', 

31 B V ，， (52) 42 32 (112. 6) GreS. 敲き石に転用？

32 C V 砥 伍 20 33 8 7.8 Sa. 

33 C m ，， 46 54 8 30. 1 ', 

34 C w ', 51 43 17 39. 1 ，， 

35 C II ヽ~ 75 72 28 18:i.2 ク・

30-36 i D N' '， 189 63 48 4 5 (J. l) ‘’ 
37 C w「 石 illl 109 83 37 500. 0 An. 

石質略号

An. (Ande Site) ：安山岩

BIS. (Black Schist) ：黒色片岩

GreS. (Green Schist)：緑色片岩

Hs. (Hard Shale) ：神質貞岩

Obs. (Obs1d1an) ：由耀石

Sa. (Sand Stone) ：砂 岩
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A 遺跡遠景

1
-

B 発掘区
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A 第 2号竪穴住居址（西より）

B 第 3号竪穴住居址（西より）
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A
 
第 4号竪穴住居址（西より）
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第 3号竪穴住居址出土土器
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A 竪穴住居址発掘風景

B 竪穴住居址発掘風景
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A 第 1号Tピット（西より）

B 第 2号Tピット（西より）
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図
版

6

復元土器 (1第 3号竪穴住居址 2第 1号ピット）

87 



図
版
7

A 第 1号竪穴住居址出土土器

B 第 2号竪穴住居址出土±_器

89 



-̀
ー

＇ '̀̀` 
、ヽ
3

公`
，．し●＇

‘

.

‘

亀

．．
 

ヽ

r

`

＇

k
-
し必

'7,

ぷ．
g
．．
 il<
，心

：
翠
．
，
；
．
ぶ

．．．ふそ’心‘

t
`
4
,
t
 

•. 
疇`ふ

.•. 

K’ 

9. 

刃

．．
． 
ぶ

.`・‘9, 
`
、
'
う
、
．
．
．

ロ；べ．
9

・、玉
y.‘

一

．．
 

？，●’ 

↓
 

ぷ
江
紐
ら
4

,9̀̀ `
 

射
'
.

ー

ぷ
i
h

‘I 

A 第 3号竪穴住居址出土土器
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B 第 4号竪穴住居址出土土器
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A 第 1号ピット出土土器

B 石屑廃棄所出土土器（右端第 2号Tピット）
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A 発掘区出土土器

B 発掘区出土土器
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A 第 1号竪穴住居址出土石器

図
版
＂

B 第 4号竪穴住居址出土石器

疇ヽ
C 第 2号竪穴住居址出土石器

，＇ ＇ ＇ 

D 第 3号竪穴住居址出土石器
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A 第2号竪穴住居址出土石器 B 第 4号竪穴住居址出土石器

図
版
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C 第3号竪穴住居址出土石器
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A 竪穴住居址出土接合剥片
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B 第 4号竪穴住居址出土石器
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第 1号ピット 石屑廃棄所出土石器
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